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２０１８年９月号 

本月報はルーマニアの報道をもとに，日本大使館がとりまとめたものです。 

平成３０年１０月１２日 

在ルーマニア大使館作成 

 

Embassy of Japan in Romania 

http://www.ro.emb-japan.go.jp 

 

（AG：アジェルプレス通信，ZF：ズィアルル・フィナンチアル紙，NO：ナインオクロック紙） 

主要ニュース 

【内政】●大規模抗議集会への対応ぶり等を巡りフィレア市長がドラグネアＰＳＤ（社会民主党）党首を批判し，

両者の緊張が高まった。その後，ドラグネア党首の辞任を要求するスタネスク副首相等党幹部の書簡

を受けＣＥＸ（全国執行委員会）が開催され，投票の結果，ドラグネア党首に対する党内の圧倒的多

数の信任が確認された。 

    ●多数の被害者から刑事告発がなされている８月１０日の大規模抗議集会につき，事実関係究明のため

のヒアリング等が行われた。 

【外政】●ルーマニアにおいて，ルーマニア，ポーランド及びトルコの三ヵ国外相会合が開催された。 

●ルーマニアにおいて，第３回三海域イニシアティブ首脳会合が開催された。 

【経済】●ルーマニアの２０１８年第２四半期のＧＤＰは２０１７年第２四半期から＋４．１％（季節調整前）， 

     ＋４．２％（季節調整後）増加した。２０１８年上半期のＧＤＰ前年同期比＋４．０％（季節調整前）， 

     ＋４．２％（季節調整後）増加した。   

    ●８月末のルーマニアの財政収支は約１４５億５，９４０万レイ，対ＧＤＰ比で１．５４％の赤字であ 

     った。  

【二国間関係】●石井駐ルーマニア大使は，離任挨拶のために，ヨハニス大統領等と面会した。 

 

内政 

■フィレア・ブカレスト市長とドラグネアＰＳＤ党首

の対立 

・４日，ママイアにおいてＰＳＤ（社会民主党）のＣ

ＥＸ（全国執行委員会）が開催され，この中で，フィ

レア・ブカレスト市長は，８月１０日の大規模抗議集

会の混乱の責任をクリセル・ブカレスト知事に押しつ

けようとしている，またカルメン・ダン内務相が知事

のＳＮＳのやりとりを盗聴している等と批判し，同内

相の辞任を要求した。投票の結果，内務相の解任に賛

成した者はフィレア市長のみだった。またフィレア市

長は，同市長とドラグネア党首との間に緊張関係があ

ることを認めた。 

・ＰＳＤのＣＥＸは，現在代行職が擱かれている，ブ

カレストを含む１１のＰＳＤ支部の支部長選挙を行う 

ことを決定した。 

・ドラグネアＰＳＤ党首は，２０１９年の大統領選挙

に立候補せず，ＰＳＤはＡＬＤＥ（自由民主主義同盟）

との共通候補擁立を希望する旨表明した。フィレア・

ブカレスト市長は，自分自身は大統領候補に立候補し

ないとしつつ，ＡＬＤＥとの共通候補についてはＣＥ

Ｘ内部に賛同は多くないと述べた。 

・４日，フィレア・ブカレスト市長は出演したテレビ

番組の中で，ドラグネア党首はＰＳＤにダメージを与

えていることを理由に辞任すべきだと述べた。 

・５日，フィレア市長は，ドラグネア党首がブカレス

ト市の予算を大幅に削減して市長の活動を阻止しよう

としたり，スパイのように行動を監視したりしている

と述べた。 
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・６日，ＰＳＤ所属のブカレスト市議会議員がフィレ

ア市長を支持する書簡に署名をした。また，トゥドセ

元首相も，フィレア市長を支持すると述べた。 

 

■ドラグネア党首に対するＰＳＤ内部からの辞任要

求 

・１９日，ドラグネア党首の党首即時辞任，及び下院

議長の辞任を求めるＰＳＤ幹部による書簡が公開され

た。書簡は，ドラグネア党首と党幹部（ＣＥＸメンバ

ー）に宛てられたもので，「イニシアティブ委員会」

として，スタネスク副首相，フィレア・ブカレスト市

長，ツツイアーヌ上院副議長（元防衛相）が署名して

いる。 

・２１日，ＣＥＸが開催され，スタネスク副首相等か

ら辞任が要求されていたドラグネア党首の信任投票が

行われた。ドラグネア党首の発表によれば，６８名の

メンバーのうち，５５名がドラグネア党首を信任し，

反対したのは８名，棄権は１名であった。ＣＥＸは党

首，副党首等幹部党員，地方支部長，議会委員会の委

員長等のメンバーで構成される。１９日にＣＥＸ実施

が決定されて以来，ドラグネア党首等は精力的に地方

支部の幹部等と連絡を取り合い，支持者に大臣や次官

ポスト，欧州議会議員リストへの掲載，県への優先的

予算配分等を約束したとされる。ＣＥＸ終了後，ドラ

グネア党首は会見を行い，１０月６日及び７日に予定

されている憲法上の家族の定義を巡る国民投票の後に，

再度ＣＥＸを開催し，内閣改造及び，現在代行職で運

営されている党支部の支部長の選挙日程について決定

すると述べた。 

 

■政府予算の修正を巡る対立 

・４日，ヨハニス大統領は，国防最高評議会（ＣＳＡ

Ｔ）を開催したが，政府提案の修正予算案のうち国家

安全保障分野の予算が削減されていることを理由とし

て，新たな予算案を要求し，ＣＳＡＴを中断した。 

・５日，ダンチラ内閣はＣＳＡＴの承認がないまま修

正予算案を承認した。これを受けてヨハニス大統領は

ダンチラ首相に大統領府への出頭を要請したが，ダン

チラ首相はスペイン訪問を理由に出席しなかった。６

日，ダンチラ首相の代理としてテオドロヴィッチ財務

相，トアデル法務相が大統領府を訪れたが，大統領は

面会を拒否した。 

 

■８月１０日大規模抗議集会を巡る動き 

・４日，フィレア・ブカレスト市長は８月１０日に起

きた大規模抗議集会における暴力事件について検事総

局のヒアリングに出席した。フィレア市長は，ジャン

ダルメリア（治安警備隊）による暴力を巡りクリセル・

ブカレスト知事がスケープゴートにされようとしてい

るが，カルメン・ダン内務相がジャンダルメリアの暴

力を企画していたと批判した。同日にはダン内務相及

びクリセル・ブカレスト知事のヒアリングが上院国防

委員会で予定されていたが，ヒアリングは議会側によ

りキャンセルされた。 

・９日，ドラグネアＰＳＤ党首は，出演したテレビ番

組の中で，８月１０日の大規模抗議集会は外国から資

金支援されていた証拠をつかんでいると述べた。これ

を受けて１１日，ＰＳＤは大規模抗議集会に対する外

国からの支援についての調査を公的機関に要請すると

発表した。 

・２０日，ジャンダルメリアの３人の高官が８月１０

日の大規模集会における職権濫用の罪で刑事訴追され

た。抗議集会で被害を被った人からの刑事告発の件数

は７７０件に上る。 

・２１日，検察は，８月１０日の抗議集会でカザン・

ジャンダルメリア局長による広場からの排除命令が，

違法であるとして，カザン少佐等を刑事訴追した。 

・２５日，ダン内務相は，上院防衛委員会のヒアリン

グに出席し，抗議集会におけるジャンダルメリアの介

入は合法だったと主張した。また，規則上ジャンダル

メリアの介入に署名をすることになったクリセル・ブ

カレスト知事もヒアリングを受けた。 

 

■憲法上の家族の定義を巡る国民投票の実施の決定 

・１１日，議会において，憲法上の家族の定義を「男

性と女性の間の合意による結婚」により形成されるも

のと修正する市民イニシアティブが議会の３分の２以

上の賛成により採択された。ＵＳＲ（ルーマニア救出

同盟）は，国民投票は恩赦法等の問題から国民の目を

そらそうとするものだとして反対した。憲法の修正を

めぐる国民投票が１０月７日に行われる予定。 

・１８日，政府は家族の定義を巡る憲法の修正をする
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ための国民投票を１０月６日及び７日に実施すること

を発表した。国民投票の質問は「あなたは議会が採択

した憲法の修正に賛成ですか？」というもの。政府は

このために約３５４０万ユーロの予算を組んでいる。

ダンチラ首相は，憲法の修正は「セクシャルマイノリ

ティに対抗するものではない」と述べた。 

 

■国家汚職対策局（ＤＮＡ）の新首席検事選考 

・６日，トアデル法務大臣は解任されたキョヴェシＤ

ＮＡ首席検事（長官）の後任として，６人の立候補者

を面接した後，アディナ・フロレア・コンスタンツァ

地方高等検察局検察官を推薦した。ＤＮＡは，フロレ

ア候補の名前が訴追案件ではないもののＤＮＡの調査

案件の対象に含まれているとしており，これを問題視

する報道が見られる。 

 

■司法改革：司法関連法案 

・２５日，憲法裁判所はヨハニス大統領から提出され

ていた司法関連法律第３０３号修正案（裁判官の身分

に関する法律）に対する違憲の訴えを退けた。また，

法律第３１７号（司法最高評議会に関する法律）の修

正についての大統領の違憲の訴えは先日退けられてお

り，これにより，これらの法律は大統領により発布さ

れる見込み。 

 

■教育大臣の辞任 

・２７日，ヴァレンティン・ポパ教育大臣がドラグネ

ア党首との面会後に辞任した。ＵＤＭＲは，少数系民

族の学校におけるルーマニア語教育はルーマニア人教

師により実施されるべきという緊急政令の修正を求め

ており，ＵＤＭＲ（ハンガリー人民主同盟）はこの問

題を巡り政権与党との協力を一時停止するとしていた。 

ポパ教育大臣は，メディアの質問に対し，ＵＤＭＲの

要求に応えることができないので辞任したと述べた。 

 

■ＥＵの対ルーマニア批判 

・４日，エッティンガー欧州委員（予算担当）は，ブ

リュッセルで「欧州の一部が欧州を弱めよう，あるい

は破壊しようとしている，ポーランド，ハンガリー，

ルーマニア，イタリア政府だ」と述べた。これに対し，

メレシュカーヌ外相は，自らの Facebookで同委員の発

言は「欧州委員の建設的な態度と相容れないもの」と

コメントした。 

 

■その他 

・３日，野党やＡＬＤＥの関係者の一部は，ダリウス・

ヴルコフ首相補佐官（元財務大臣，ドラグネア党首の

経済政策ブレーンで，汚職で懲役８年の有罪判決を受

けている）が，自らの Facebookに，反政府抗議活動を

行う「♯Rezist」グループのリーダーの一人の精神疾

患歴が分かる書類や，反政府運動とドイツ人民主主義

フォーラム（大統領の出身母体政党）をナチズムの組

織とするメッセージの入ったビデオクリップを掲載し

たことを強く批判した。少数民族政党グループはダン

チラ首相に書簡を送り，首相顧問の即時辞任を要求し

ている。５日，ドイツ大使館は Facebook上でドイツ系

をはじめとした少数民族への差別を批難するコメント

を発表した。 

 

外政 

■主な要人往来 

・４日，ビルチャル副首相は，ルーマニアを訪問した

ハラフォフ・アゼルバイジャン外務副大臣と会談を行

った。 

・６日，ダンチラ首相は，スペインを訪問し，フェリ

ペ６世国王，サンチェス・スペイン首相とそれぞれ会

談を行った。 

・１１日，ルーマニアを訪問したペレグリニ・スロバ

キア首相は，ヨハニス大統領及びダンチラ首相と個別

に会談を行った。 

・１１日，メレシュカーヌ外相は，チャプトヴィチ・

ポーランド外相及びチャブシュオール・トルコ外相と

共に安全保障に関する三ヵ国外相会合を開催した。ポ

ーランド及びトルコの両外相は，ヨハニス大統領，ダ

ンチラ首相ともそれぞれ会談を行った。 

・１１日，カシス・スイス外相は，ルーマニアを訪問

し，メレシュカーヌ外相及びダンチラ首相と個別に会

談した。 

・１２日，ルッテ・オランダ首相は，ルーマニアを訪

問し，ヨハニス大統領及びダンチラ首相とそれぞれ会

談を行った。（下記【ＥＵ関係】参照） 
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・１７－１８日，ルーマニアにおいて，３回目となる

三海域イニシアティブ首脳会合が開催された。（下記

【ＥＵ関係】参照） 

・１７日，沈躍躍中華全国夫人連合会主席は，ルーマ

ニアを訪問し，ドラグネア下院議長及びダンチラ首相

と個別に会談を行った。 

・１９日，ナイドゥ・インド副大統領はルーマニアを

訪問し，ヨハニス大統領，メレシュカーヌ外相等と会

談を行った。 

・１９－２０日，ヨハニス大統領は，ザルツブルクで

開催された非公式欧州理事会に出席した。 

・２４－２８日，ヨハニス大統領は，第７３回国連総

会に出席した。 

・２５日，オーストリアを訪問したネグレスク欧州問

題担当相は，ＥＵ議長国の継続性を確保するために，

現在議長国であるオーストリアとの協力を密にしてい

くと述べた。 

 

■ＥＵ関係 

・１２日，ダンチラ首相は，ルッテ・オランダ首相に

対して，ルーマニアがシェンゲン加盟の条件を満たし

ていると主張した。他方，ルッテ首相は同意せず，ま

た，協力・検証メカニズムも加盟条件に関係するとの

見解を示した。 

・１３日，ルーマニア外務省は，２０１９年５月９日

に非公式欧州理事会を開催する予定であると発表した。 

・１７－１８日，ブカレストで開催された第３回三海

域イニシアティブ首脳会合には，８カ国の大統領（ラ

デフ・ブルガリア大統領，ドゥダ・ポーランド大統領，

グラバル＝キタロビッチ・クロアチア大統領，ファン・

デア・ベレン・オーストリア大統領，パホル・スロベ

ニア大統領，キスカ・スロバキア大統領，グリボウス

カイテ・リトアニア大統領，ヨハニス大統領），ユン

カー欧州委員会委員長，ペリー・米エネルギー長官，

マース独外相，ヴォンドラチェク・チェコ下院議長，

ネストル・エストニア国会議長，リンケービッチ・ラ

トビア外相，コリナ・クレツ欧州委員等が参加した。

出席予定だったアーデル・ハンガリー大統領は搭乗予

定の飛行機の不具合により欠席となった。 

 １７日にビジネスフォーラム，１８日に首脳会合が

開催された。共同声明では，「三海域イニシアティブ

は，ＥＵ内においてメンバー国の経済的な潜在性を高

め，より迅速な発展をするという共通の関心のために

協調して行動する。経済発展，ＥＵの結束，大西洋地

域の絆といった，イニシアティブの基本的な柱，また，

ＥＵのメンバーシップに基づく大統領間の非形式的な

プラットフォームという，イニシアティブの当初の目

的を確認する」ことが発表された。 

 

■国連関係 

・１２日，ブリタ・モロッコ外相は，メレシュカーヌ

外相との共同記者発表において，ルーマニアの国連安

全保障理事会非常任理事国入りを支持すると述べた。 

 

■イスラエル関係 

・２３日付当地報道によると，駐ルーマニア・パレス

チナ大使は，アウレスク大統領補佐官及びメレシュカ

ーヌ外相との会談に関するインタビューの中で，駐イ

スラエル・ルーマニア大使館のテルアビブからエルサ

レムへの移転ないという確約を得たことを述べた。 

 

■軍事・安全保障関係 

・１７日付ニュースメディア「ポリティコ」欧州版に，

ルーマニア，ポーランド及びリトアニアの三ヵ国の外

相による，英国のＥＵ離脱後の欧州安全保障における

同国との関係の重要性についての寄稿が掲載された。 

 

経済 

■マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季

節調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

【７月分統計】 

（１）鉱工業 

 ６月 ７月 

工業生産高  ６．７％ ４．０％ 

工業売上高(名目)  １４．９％ １６．５％ 

工業製品物価指数 ６．１％ ６．０％ 

新規工業受注高(名目)  １７．９％ ２９．３％ 
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工業生産高が減速。工業売上高(名目)及び新規工業

受注高（名目）が加速。 

 

（２）販売 

 ６月 ７月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
７．９％ ５．０％ 

自動車・バイク売上高 ９．７％ １０．１％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

１．２％ 

EU２８か国 

１．９％ 

ユーロ圏 

１．１％ 

EU２８か国 

２．０％ 

小売業売上高(自動車・バイクを除く) が減速。 

なお，７月の小売業売上高（ユーロスタット）対前

年同月比では，ポーランド（＋７．７％）が最も増加

し，次いでリトアニア（＋７．２％）及びアイルラン

ド（+６．６％）。 

 

（３）その他 

建設工事 ６月 ７月 

２．０％ ▲１４．９％ 

建設工事が減速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

６月 ７月 

€５８億８,４４０万 

(１６．２％) 

€５９億５０万 

(１２．９％) 

RON２７３億８,４３０万 

(１８．４％） 

RON２７４億６,１４０万 

(１４．８％） 

輸

入 

€７１億８,６６０万 

（１１．７％） 

€７１億７,３２０万 

（１５．４％） 

RON３３４億４,１２０万 

(１３．８％） 

RON３３３億８,３３０万 

(１７．４％） 

  

【１月～７月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ６月 ７月 

工業生産高  ５．９％ ５．５％ 

工業売上高(名目)  １３．８％ １４．２％ 

新規工業受注高(名目)  １８．２％ １９．８％ 

 

（２）販売 

 ６月 ７月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
７．５％ ７．１％ 

自動車・バイク売上高 １０．８％ １０．６％ 

 

（３）その他 

建設工事  ６月 ７月 

１．１％ ▲１．７％ 

建設工事が減速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

６月 ７月 

€３３９億７,６９０万 

(１０．０％) 

€３９８億８,７８０万 

(１０．４％) 

RON１,５８０億９,３００万 

(１２．８％） 

RON１,８５５億５,７２０

万 

(１３．１％） 

輸

入 

€４０２億８,１９０万 

（９．７％） 

€４７４億５,５００万 

（１０．５％） 

RON１,８７４億２,５７０万 

(１２．５％） 

RON２,２０８億８６０万 

(１３．３％） 

貿

易

収

支 

▲€６３億５０万 

 

▲€７５億７,７００万 

 

RON２９３億３,２７０万 

 

▲RON３５２億５,１４０万 

 

 

 【８月分統計】 

・消費者物価指数  

 ７月 ８月 

全体 ４．５６％ ５．０６％ 

食料品価格 ３．４２％ ４．１５％ 

非食料品価格 ６．２３％ ６．７８％ 

サービス価格 ２．６８％ ２．６１％ 

消費者物価指数 ユーロ圏 ユーロ圏 
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（ユーロスタット） ２．１％ 

EU２８か国 

２．２％ 

２．０％ 

EU２８か国 

２．１％ 

８月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同

月比では，デンマーク（０．８％），アイルランド及び

ギリシャ（０．９％）が最も低い。 

 

【その他統計】 

・７日，ルーマニアの２０１８年第２四半期のＧＤＰ 

は２０１７年第２四半期から４．１％（季節調整前），

４．２％（季節調整後）増加した。２０１８年上半期

のＧＤＰ前年同期比４．０％（季節調整前），４．２％

（季節調整後）増加した。 (ＩＮＳ) 

 

■産業界の動向 

・１日，フランス自動車製造者委員会（ＣＣＦＡ）に

よると，２０１８年８月におけるフランスでのダチア

新規登録台数は１１，３７７台になり，対前年同月比

で４６．０％増加した。フランスでのダチアのマーケ

ット・シェアは７．５６％であり，前年同月の７．２

５％から０．３１％ポイント増加した。８月にフラン

スの自動車市場全体は３６．０％増加した。２０１８

年８月末におけるフランスでのダチア新規登録台数は

９万８，８８１台になり，対前年同期比で２３．０％

増加した。８月末のフランスでのダチアのマーケッ

ト・シェアは６．５３％であり，前年同期の５．７８％

から０．７５％ポイント増加した。８月末にフランス

の自動車市場全体は１５．１％増加した。 

・５日，イギリス自動車製造販売協会（ＳＭＭＴ）に

よると，２０１８年８月におけるイギリスでのダチア

新規登録台数は８１１台になり，前年同月の７６９台

と比較して５．４６％増加した。２０１８年８月末に

おけるイギリスでのダチア新規登録台数は１５，７９

４台になり，前年同期の１６，６１６台と比較して－

５．４５％減少した。２０１８年８月末のイギリスで

のダチアのマーケット・シェアは１．００％であり，

前年同期から０．０１％ポイント減少した。 

・７日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局（ＤＲ

ＰＣＩＶ）によると，２０１８年８月の新車登録台数

は３３，６８０台に達し，対前年同月比で１１６．８

６％増加した。 

・１７日，ルーマニア自動車生産者輸入業者協会(ＡＰ

ＩＡ)によると，２０１８年１～８月の車両販売台数は

１１万９，０９３台で，対前年同期比で２２．０％増

加した。８月末のメーカー別自動車販売は１位がダチ

ア(３０，７５４台，市場シェア：３０．６％，対前年

同期比で＋２８．１％)で，次いで Volkswagen(１０，

４６８台，市場シェア：１０．４％，対前年同期比で

＋１８．８％)，Skoda(８，９５０台，市場シェア：８．

９％，対前年同期比で＋２３．０％)，Renault（７，

４６３台，市場シェア：７．４％，対前年同期比で＋

１３．７％)，Ford（６，２０１台，市場シェア：６．

２％，対前年同期比で＋１４．０％）。 

・１９日，欧州自動車工業会（ＡＣＥＡ）によると，

８月におけるヨーロッパでのダチア自動車新規登録台

数は４万３，２２７台となり，対前年同月比で３７．

１％増加した。 ８月末におけるヨーロッパでのダチ

ア自動車新規登録台数は３６万８，３５４台となり対

前年同期比で＋１７．１％増加した。 

 

■公共政策 

・チャレンジ社は，地震速報装置のルーマニアへの納

入，避難訓練の実施等に関し，ルーマニア緊急事態総

局との間で覚書を結んだ。 

・欧州基金省は，２０１８年８月３１日の時点での欧

州基金（２００１４～２０２０年）執行率を１９．１

４％と発表。 

 

■財政政策 

・２８日，公共財務省は，８月末のルーマニアの財政

収支は約１４５億５，９４０万レイ，対ＧＤＰ比で１．

５４％の赤字であったと発表。２０１７年８月末の財

政収支は約６５億３，４９０万レイ，対ＧＤＰ比で０．

７８％の赤字であった。 

 

■金融等 

・３日，７月末の外貨準備高は３１０億６，０００万

ユーロ（７月末の３１３億７，８００万ユーロから減
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少），金準備高は１０３．７トンで不変。(ルーマニア

国立銀行ＢＮＲ) 

・１３日，２０１８年７月末の経常収支等について次

のとおり発表。 

（１） 経常収支は４８億１，１００万ユーロの赤字。

なお，２０１７年８月末には４１億６，２００万ユー

ロの赤字であった。 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，２３億１，４００

万ユーロ。なお前年７月末には２２億７，５００万ユ

ーロであった。 

（３）中長期対外債務は，２０１７年末から２．４％

減少し，６６９億５，９００万ユーロ (対外債務全体

の６８．６％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１７年末から２３．２％

増加して，３０６億２，３００万ユーロ (対外債務全

体の３１．４％) 。(ＢＮＲ) 

 

■労働・年金問題等 

・３日，２０１８年第２四半期の人件費(労働日調整後)

は対前期比で９．３６％，対前年同期比で１５．６０％

増加した。(ＩＮＳ) 

・１２日，２０１８年第２四半期の年金受給者数は，

対前期比で１万６千人増加して，５２０万７，０００

人となったと発表。なお，同期の平均年金額は，対前

期比で不変であり，１，１２２レイ(約２４２ユーロ，

為替レート１ユーロ＝４．６４レイ)。(ＩＮＳ) 

・７日，２０１８年７月の平均給与(グロス)は，４，

５１０レイ(約９７２ユーロ)で，対前月比で０．４％

減少し，平均給与(手取り) は２，７０８レイ (約５８

４ユーロ) で，対前月比で０．５％減少。なお，平均

給与(手取り)が最も高かった業種は，業種は，コンピ

ュータープログラミング，コンサルティング及び関連

事業分野（ＩＴサービス事業を含めて）で(６，５６６

レイ，約１，４１５ユーロ)で，反対に最も低かったの

は宿泊・飲食業(１，５７５レイ，約３３９ユーロ)。 (為

替レートは１ユーロ＝４．６４レイ)(ＩＮＳ) 

・１２日，２０１８年第２四半期の年金受給者数は，

対前期比で１６，０００人減少して，５２０万７，０

００人となったと発表。なお，同期の平均年金額は，

対前期比不変で，１，１２２レイ(約２４２ユーロ)。(Ｉ

ＮＳ) 

・２４日，国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）は，２０１８年

８月末の失業率は７月末から０．０４％ポイント減少

し，２０１７年８月から０．７２％ポイント減少し，

３．４６％となったと発表。 

・２６日，２０１７年の平均月人件費は一人当たり４，

００８レイ，約８６４ユーロであり，対前年比１４．

７％増。２０１７年の平均雇用者数は４９５万５，９

００人であり，前年比１８万６，５００人増加した。(Ｉ

ＮＳ) 

・１０月１日，２０１８年８月末の失業率(季節調整後)

は２０１８年７月末から０．１％ポイント上昇し，４．

３％になった。(ＩＮＳ)  

 

■格付（２０１８年１０月１２日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (安定的） 

    自国通貨建長期  ＢＢＢ  (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ  (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

二国間関係 

・１３日，石井駐ルーマニア大使は，離任挨拶のため

に，ヨハニス大統領と面会した。同大使より，１月の

安倍総理訪問時の大統領の対応について，感謝すると

共に，大十字勲章の受章を名誉に思うことを述べた。

同大統領より，安倍総理訪問時に実現した査証免除，

その他，日ＥＵ・ＥＰＡ及びＳＰＡが締結されたこと

等への評価が述べられた。 

・この他，石井駐ルーマニア大使は，離任表敬のため，

タリチャーヌ上院議長，オプレア・ビジネス環境・貿

易・起業相，ショヴァ運輸省，ネクラエスク外務次官

等を表敬した。 

・２６日，ビルチャル副首相はニューヨークにおいて，
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国連総会のマージンで河野外務大臣と会談し，経済協

力，安全保障を含む両国の協力関係の拡大について意

見交換を行った。また，ビルチャル副首相は，ＢＲＥ

ＸＩＴの文脈で日本企業のルーマニアへの投資，関心

の拡大を期待すると述べた。 

 


